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論文
５．DoNabenet in あいちの展開 1
本稿（上）（永井ほか，2019）では、DoNabenet 
in あいちの立ち上げから、活動の発展プロセスの検
討を行った。本稿では、2017 年 10 月以降の活動
内容を中心に、その展開過程、特に地域貢献、地域
福祉への展開についてさらに検討を進めていく。
DoNabenet in あ い ち は、2017 年 度 は 31 名、
2018 年度は 49 名（4 年生 8 名、3 年生 14 名、2
年 生 6 名、1 年 生 21 名 ）、2019 年 度 は 33 名（4










表１からもわかるように、1 年間で 4 回のどなべ
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表１：活動の内容・課題
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表２：2017 年 10 月以降の活動状況
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食事会以外の活動について、2015 年 11 月から



































2018）。2009 年 3 月に策定された市の総合計画の
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基本施策において「大学をまちづくりに生かす」こ


































































概要：参加者 32 人 （市民参加者 18 人（うち子ど
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登場する、A さんと C さんが地域の参加者であり、
B さんは DoNabenet in あいちのメンバーである。
また、B さんは司会進行の役割を担っている。









DoNabenet in あいちのメンバーである B さんの
司会進行により、グループの全てのメンバーが会話
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インタビューについては、メンバー 5 名（4 年生
3 名、3 年生 2 名）に対して、2019 年 7 月 25 日
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・ DoNabenet in あいちの活動の幅を広げていけると思ったため。ちょうどミーティングで、対象や場所を絞った会など、
いつもの食事会から派生した会を開催したいと考えていたところであったため、「認知症×防災」という取り組みは
おもしろそうだと思った。
・ 2018 年度は新規事業に重きが置かれていたため、2019 年度はお食事会にフォーカスし、原点回帰して、活動をし
ていきたいと運営メンバーで話していたので、助成金事業はやらないつもりであった。しかし、地域連携センターの
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・ DoNabenet in あいちが知ってもらえるきっかけとなり、認知度が高まってきた。市内のイベントに参加したとき  や
ボランティア先で、「DoNabenet in あいち、知ってる。」と声をかけられたことがあった。
・ 活動の幅が広がった。例えば、大人と一緒に企画したことで、竹を使った流しそうめんを企画することができ、その




つまり、特に医療分野からの新たな考え方や視点を得ることができ、その考え方が今後の DoNabenet in あいちで活
動する際に良い影響を与える。
・ かまどベンチのイベント、食事を使ったイベントは、DoNabenet in あいちとコラボしていなかったら、医大生はやっ
ていなかったと思う。コラボがきっかけで、相手の活動の可能性を広げることができてよかった。どなべの活動の想
いである、「つながりの大切さ」が、医大生や地域にも広まればいいなと思う。
・ はそり鍋や LP ガスなど、学生だけで準備、運搬をすることは難しかったが、市職員がやってくれたので、助かった。
・ 2019 年 3 月の交流会にて、DoNabenet in あいちの食事会と、かまどベンチの活動の報告をした後、愛知淑徳大学の
学生から、「コラボしないか？」と声をかけられた。交流会に参加したことで、さらに新たなネットワークができた。
S さん
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3　 http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/05013101.html、2019 年 9 月 30 日確認。
討していないのかもしれない。


















・ DoNabenet in あいちとしての活動の目的や想いについては、後輩に伝えられたと思うが、今どうしても、食事会よ
りも新規事業の回数の方が多いと感じ、ミーティングでもそちらのお知らせが多く、時間を割いてしまっているのが
問題だと思う。














・ 助成金事業のような活動を行える団体が、愛知県立大学内に、DoNabenet in あいち以外にあるのか、と考えたとき  に、
うちしかおらず、DoNabenet in あいちにこのような活動がたくさん乗っかってきている、とも感じる。
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・ 活動の思い  や目的について、個人的にはおもしろいと思った。しかし、DoNabenet in あいちとしてできるのか、
DoNabenet in あいちの想いや活動目的とずれてはいないか、自分は DoNabenet in あいちの運営メンバーであるた
め、あすともカフェを企画、運営することを決定したが、他のメンバーはこの活動に対してどう思っているのか、
DoNabenet in あいちのメンバー  全員を巻き込んでもいいのか、食事会がおろそかにならないか、不安に感じている。
・ 学生にやってもらえたら助かるといわれたが、大人からの期待が大きすぎると感じる。市職員と打ち合わせをしたと
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・ 大学生は垣根が低い。地域の人にとって大学生は、知識が豊富で堅そうな NPO 団体などと比べて、年下であり、素
人感があると思う。そのため、大学生が企画運営する会には参加しやすいと思ってもらえるのではないか。
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・ 大学生は、メンバーの増減があったり、卒業したり、参加の頻度に違いがあったり、それぞればらばらな状況にいる。
例えば、市民アクションのチームで、団体申請をするために名簿を作成し、役職をつける、という話があった。学生
に役職をつけるということは信用されている、ということなので嬉しいことであり、人員確保は必要だし、重要なこ
とであるとは思うが、名簿に載せてもらうことで、拘束される、と感じてしまう。このように、名簿を作成するなど
して拘束されることに関して、ストレスを感じる。メンバーとなったことで、余計に、打ち合わせなどに行けない、
役割を担えないとなると余計申し訳ないという気持ちが大きくなってしまい、相手がどうも思っていなかったとして
も、こちらから溝を作ってしまう。学生に、どこまで求めているのか、教えてほしい。
では、DoNabenet in あいちの学生メンバーが、大
学生という特徴や強みを生かし、主体的に活動して
いくために、どのような点を考慮すればよいのだろ
うか。
表 10 より、大学生がよりスムーズに社会貢献活
動をしていくためには、相手が考える大学生に対
するニーズを知り、より密な関係作りやコミュニ
ケーションをとりたいという声が挙がった。インタ
ビューより、メンバーは「どのタイミングで大人か
らのサポートを求めるのか、線引きが難しい」と感
じていることがわかった。従って、大学生と大人が
密な関係を作り、しっかりとコミュニケーションを
取ることは、大学生が周りの大人と活動する上で抱
える不安を取り除く要素の１つになり得るだろう。
そして現在、メンバー負担に感じていることにつ
いて、メインの活動である食事会と、新規事業のバ
ランスが難しかったり、話し合う時間の確保が難し
かったりするという点が挙げられた。初めから、ま
ちづくりのイベントに参加したり、新規事業として
挙げたような活動をすることを目的に活動している
団体であればこのような問題は挙げられないと考え
られるが、DoNabenet in あいちは、既に自分たちの
活動である食事会がある。あまり新規事業ばかりに
時間を割きすぎてしまうと、メインの活動が疎かに
なってしまう。余裕がなくなってしまうと、大学生
だからこそ出せるゆるい雰囲気や余裕が感じられな
くなってしまう恐れがある。
しかし、表 10 からも明らかなように、メインの
活動である「食事会」は継続しつつ、新規事業に
も取り組みたいという声が多く挙がった。インタ
ビュー結果より、新規事業を行うことや、コラボを
することによって、DoNabenet in あいちの団体に対
してや、学生個人に対しても負担やデメリットが生
じるという意見が挙がったが、それ以上のメリット
があると学生は認識しているため、このような声が
挙がったと考えられる。
限られた時間の中で、食事会や今後の活動につい
ての想いの共有をしていかなければならない。そし
て、大学生が主体的に活動できるような環境でない
と、余計負担に感じたり、活動に対して受動的になっ
たりしてしまい、スキルの向上など、本来得られる
べきはずのメリットを得られなくなってしまう危険
性がある。そして、本来自分たちがやりたいことは
何かという方向性を見失ってしまう。永井ら（2019）
にも指摘があった通り、大人や周りからの過度なサ
ポートや期待は大学生の活動に悪影響を及ぼす場合
もあることが考慮されるべきと言える。こうした点
を踏まえたうえで、今後の活動につなげていきたい。
付記　本稿は、JSPS 科研 16K04084（研究代表：
松宮朝）による研究成果の一部である。
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